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　「
技
能
者
は
相
当
数
余
っ
て
い
る
」

「
標
準
労
務
費
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。こ
の

ま
ま
で
は
、処
遇
改
善
し
た
企
業
か
ら
潰

れ
て
い
く
」

　
四
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
た「
中
央
建

設
業
審
議
会
総
会
」で
専
門
工
事
業
界

代
表
の
岩
田
正
吾
建
設
産
業
専
門
団
体

連
合
会
会
長
が
放
っ
た
こ
の
発
言
に
、そ

の
場
は
凍
り
つ
い
た
。な
ぜ
か
。

　
昨
年（
二
〇
二
五
年
）十
二
月
か
ら
適

用
が
ス
タ
ー
ト
し
た「
労
務
費
の
基
準

（
標
準
労
務
費
）を
柱
に
し
た
新
ル
ー

ル
」の
主
要
な
当
事
者
は
、技
能
者
と
専

門
工
事
業
。し
か
し
、新
ル
ー
ル
適
用
の

恩
恵
を
受
け
る
は
ず
の
当
事
者
か
ら
の

新
ル
ー
ル
実
効
性
に
対
す
る
ま
さ
か
の

強
い
懸
念
と
、新
ル
ー
ル
導
入
の
前
提
で

あ
る
は
ず
の「
技
能
者
不
足
」を
否
定
す

も
続
く
と
い
う
こ
と
だ
。

　
労
働
力
減
少
に
直
結
す
る
少
子
化
の

加
速
は
、出
生
数
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。日
本
人
の
一
年
間
の
出
生
数

は
、二
〇
二
四
年
に
七
〇
万
人
を
割
り
込

ん
だ
。も
と
も
と
七
〇
万
人
割
れ
は
二
〇

三
八
年
と
の
推
計
だ
っ
た
が
、一
四
年
も

前
倒
し
と
な
っ
た
。出
生
数
は
、戦
後
の

第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
一
九
四
七
年

か
ら
の
三
年
間
で
約
八
〇
五
万
人
。年
間

二
〇
〇
万
人
台
を
維
持
し
た
第
二
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
を
経
て
、二
〇
一
五
年
ま
で

出
生
数
は
一
〇
〇
万
人
台
を
維
持
し
て

き
た
。急
激
に
出
生
数
の
減
少
が
表
面
化

し
た
の
は
こ
の
一
〇
年
間
だ
。

　
ち
な
み
に
総
務
省
が
五
月
五
日
の「
こ

ど
も
の
日
」に
合
わ
せ
て
毎
年
公
表
し

て
い
る
四
月
一
日
時
点
の「
こ
ど
も
の
数

（
十
五
歳
未
満
人
口
）」は
、前
年
比
三

六
万
人
減
の
一
、三
二
九
万
人
に
と
ど

ま
っ
た
。比
較
可
能
な
一
九
五
〇
年
以
降

で
最
少
で
、四
五
年
連
続
の
減
少
が
続

く
。労
働
力
予
備
軍
で
あ
る「
こ
ど
も
の

数
」は
、二
〇
〇
五
年
か
ら
二
一
年
間
で

四
三
〇
万
人
減
少
。一
方
、総
人
口
は
二

〇
〇
五
年
か
ら
の
二
一
年
間
で
四
九
一

万
人
減
少
し
一
億
二
、二
八
六
万
人
。少

る
か
の
よ
う
な
発
言
だ
っ
た
か
ら
だ
。だ

か
ら
思
わ
ぬ
発
言
に
出
席
者
は
戸
惑
っ

た
。

　
実
際
あ
る
発
注
者
は
総
会
終
了
後
、

「
技
術
者
は
今
後
増
加
す
る
と
の
試
算

は
あ
っ
て
も
、技
能
者
は
確
実
に
減
少
す

る
傾
向
で
は
な
か
っ
た
の
か
」「
そ
も
そ

も
技
能
者
を
確
保
す
る
た
め
に
今
回
の

取
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
理
解
し
て
い

た
の
に
。（
発
言
内
容
の
）確
認
が
必
要

だ
」と
首
を
か
し
げ
な
が
ら
会
場
を
後
に

し
た
。

　
ま
ず
、「
技
能
者
数
」を
巡
る
岩
田
建

専
連
会
長
発
言
と
戸
惑
い
を
理
解
す
る

手
が
か
り
は
、「
時
間
軸
」だ
。新
ル
ー

ル
導
入
の
前
提
と
な
っ
た「
担
い
手（
技

能
者
）不
足
」は
、建
設
経
済
研
究
所
が

二
〇
二
五
年
三
月
に
公
表
し
た『
建
設

子
化
が
人
口
減
少
最
大
の
要
因
で
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
で
は
冒
頭
の
岩
田
建
専
連
会
長
の

「
技
能
者
は
相
当
数
余
っ
て
い
る
」発
言

と
、一
般
的
に
い
ま
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
担
い
手
不
足
」の
整
合
を
ど
う
考
え
れ

ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
労
働
者
・
技
能
者
数
の
減
少
が
明
白

な
統
計
・
推
計
と
、「
技
能
者
は
相
当
数

余
っ
て
い
る
」発
言
の
整
合
を
図
る
カ
ギ

は
、対
象
と
な
る「
時
間
軸
」の
違
い
だ
。

技
能
者
数

時
間
軸
で
異
な
る
判
断

　「
技
能
者
は
相
当
数
余
っ
て
い
る
」と

の
発
言
の
背
景
に
は
、専
門
工
事
業
の
特

徴
で
あ
り
、重
層
下
請
構
造
拡
大
を
招

い
た
要
因
で
も
あ
る「
繁
忙
期
と
閑
散
期

の
差（
繁
閑
差
）」が
あ
る
。つ
ま
り
一
部

地
域
を
除
き
、全
国
的
に
多
く
の
専
門
工

種
で
仕
事
量
の
少
な
い
閑
散
期
が
続
い

て
い
る
こ
と
が
不
適
正
な
競
争
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
と
い
う
強
い
懸
念
が
発
言
の

趣
旨
だ
。

　
こ
の
懸
念
、国
土
交
通
省
の「
建
設
工

事
受
注
動
態
統
計
調
査（
二
月
）」で
も

業
従
事
者
数
の
将
来
人
数
推
計
と
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
分
析
』で
も
明
ら
か
。

　
ま
ず
こ
の
分
析
の
う
ち
、「
建
設
技
術

者（
建
築
技
術
者
＋
土
木
・
測
量
技
術

者
）」と「
技
能
労
働
者（
国
勢
調
査
の

職
業
大
分
類
の
建
設
・
採
掘
従
事
者
）」

の
推
計
を
比
較
す
る
。「
建
設
技
術
者
」

は
二
〇
二
〇
年
と
比
較
し
て
二
〇
三
五

年
に
は
一
三
・
八
％
増
の
二
七
万
一
、九

三
二
人
と
増
加
す
る
一
方
、「
技
能
労
働

者
」は
二
〇
二
〇
年
比
で
二
〇
三
五
年
に

は
二
一
・
六
％
減
の
一
九
一
万
九
、四
一

六
人
に
と
ど
ま
る
と
推
計
す
る
。二
〇
一

〇
年
が
二
六
六
万
三
、七
一
〇
人
だ
っ
た

か
ら
、二
五
年
で
七
四
万
人
強
の
担
い
手

が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、技
能
労
働
者
推
計
の
な
か
で
最

も
減
少
率
が
大
き
か
っ
た
職
種
は
、「
大

浮
き
彫
り
に
な
る
。具
体
的
に
は
元
請

受
注
高
は
前
年
同
月
比
九
・
四
％
増
の

六
兆
五
、九
九
八
億
円
で
四
カ
月
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
一
方
で
、下
請
受
注
高
は

九
・
六
％
減
の
二
兆
九
、二
六
〇
億
円
で

一
一
カ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。実
に

一
年
ほ
ど
下
請
受
注
額
が
減
り
続
け
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

　
業
種
別
で
見
て
も
設
備
工
事
業
を
除

く
専
門
工
事
業
の
経
営
苦
境
は
鮮
明

だ
。「
二
月
の
受
注
動
態
調
査
結
果
」で

は「
設
備
工
事
業
」が
一
八
カ
月
連
続
、

「
総
合
工
事
業
」も
二
カ
月
連
続
の
増
加

と
な
っ
た
一
方
で
、「
職
別
工
事
業
」だ

け
は
一
八
・
九
％
減
で
一
一
カ
月
連
続

の
減
少
だ
っ
た
。つ
ま
り
多
く
の
専
門
工

事
業
の
職
種
で
は
、こ
の
一
年
近
く
受
注

が
減
少
す
る
閑
散
期
に
直
面
し
続
け
て

い
る
格
好
だ
。

　
た
だ
経
済
の
基
礎
的
条
件
と
訳
さ
れ

る
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
を
建
設
業
に
当

て
は
め
る「
建
設
業
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
ズ
」は
目
先
、中
期
の
視
点
か
ら
見
て

も
悪
く
な
い
。

　
目
先
の
建
設
市
場
規
模
で
は
、二
〇
二

六
年
度
見
通
し
の
名
目
値
で
前
年
度
比

五
・
三
％
増
の
八
〇
兆
七
、三
〇
〇
億
円

工
」。二
〇
二
〇
年
比
で
二
〇
三
五
年
に

は
五
一
・
八
％
減
の
一
四
万
三
、六
〇
八

人
と
推
計
、一
五
年
間
で「
大
工
」の
数

は
半
減
す
る
。

こ
の
一
〇
年
で
劇
的
変
化

　
日
本
の
担
い
手
減
少
は
加
速
度
的
に

進
行
し
、今
後
も
明
る
い
展
望
を
見
い
だ

せ
て
い
な
い
。今
後
の
労
働
力（
生
産
年

齢
人
口
＝
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
人

口
）動
向
を
左
右
す
る
、労
働
力
予
備
軍

で
あ
る「
子
ど
も（
十
五
歳
未
満
）」数

を
、年
齢
三
歳
階
級
別
に
見
る
と
、「
十

二
歳
～
十
四
歳
」が
最
も
多
く
、年
齢
階

級
が
下
が
る
ほ
ど
少
な
く「
〇
歳
～
二

歳
」が
最
も
少
な
い
。こ
の
結
果
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
の
は
、担
い
手
不
足
が
今
後

（
建
設
経
済
研
究
所
・
経
済
調
査
会
の

建
設
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
建
設
投
資
の

見
通
し
）と
バ
ブ
ル
期
を
含
め
て
も
過
去

五
度
し
か
な
い
八
〇
兆
円
台
の
大
台
に

乗
せ
る
。バ
ブ
ル
期
以
降
で
公
共
投
資
抑

制
基
調
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て

名
目
建
設
投
資
額
が
四
一
兆
九
、二
八
二

億
円
と
最
低
水
準
に
落
ち
込
ん
だ
二
〇

一
〇
年
度
か
ら
一
六
年
で
二
倍
近
く
ま

で
投
資
額
が
拡
大
す
る
。ま
た
建
設
総
合

統
計
で
も
直
近
の
全
国
出
来
高（
二
月
）

は
五
兆
四
、五
八
一
億
円
と
六
カ
月
連
続

で
五
兆
円
台
を
維
持
。

　
更
に
中
期
の
建
設
市
場
規
模
に
影
響

を
与
え
る
、「
手
持
ち
工
事
高（
月
別
建

設
総
合
統
計
）」の
二
月
は
、四
五
兆
七
、

九
四
六
億
円
と
二
〇
二
四
年
三
月
以
降
、

手
持
ち
工
事
高
は
四
〇
兆
円
台
の
高
水

準
が
続
く
。

　
つ
ま
り
、建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
を

示
す
統
計
や
指
標
だ
け
で
、今
の
実
態
を

正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
判
断
す
る
の

は
早
計
だ
。は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、

新
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
、建
設
業
界
は
新
た

な
局
面
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け

だ
。
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